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本研究は、生活単元学習において、生徒が、必要な支援を受けて、自分で考えたり選択

したりしながら主体的に活動し、自立につながる力を身に付けることを目指した研究であ

る。生活単元学習での一人一人の学習成果をキャリア教育の視点を取り入れて積み上げ、

特性やよさを可視化して自立に関わる実態を明らかにすることを目指す「積み上げシー

ト」と、授業の中に「キャリアポイント（キャリア教育の視点で特に重視したい活動）」

を定め、自立に向けて育てたい力と支援を設定して単元のねらいの達成を目指す「共有シ

ート」を活用した授業づくりを提案した。 

積み上げシートで明らかにした実態を基に、共有シートでキャリアポイントを定めるこ

とで、授業のねらいを明確にし、実態に応じた支援を設定できた。これにより、生徒が生

活単元学習のねらいを達成し、自立につながる力を身に付けることができることを明らか

にした。 

キーワード 【特別支援教育 生活単元学習 キャリア教育 実態把握 目標設定】  

《研究の概要》 



 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

生活単元学習の授業において実態差のある児童生徒が集団で活動する中で、一人一人のよさを生かす

ことや個に応じた力を身に付けさせることに難しさを感じている教師は多い。生活単元学習は、『特別

支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）』（平成30年３月）において「児童生徒が生

活上の目標を達成したり，課題を解決したりするために，一連の活動を組織的・体系的に経験すること

によって，自立や社会参加のために必要な事柄を実際的・総合的に学習するもの」と示されている。児

童生徒の実態に応じて広範囲の内容を扱うことができるよさがある反面、実態に応じた学習設定や育て

たい力の設定が難しいことが課題でもある。このような生活単元学習の課題を解決するために、本研究

では、自立を目指すという点で共通しているキャリア教育の考え方に着目した。 

平成23年の中央教育審議会答申において、キャリア教育とは「社会的・職業的自立に向け、必要な基

盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」、キャリア発達とは「社会の中

で自分らしい生き方を実現していく過程」であると定義され、障害のある児童生徒に対しては、個々の

障害の状態に応じたきめ細かい指導・支援の下で、適切にキャリア教育を行うことが重要であると示さ

れた。それ以降、学校教育においてキャリア教育が浸透し、『特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・

中学部学習指導要領』（平成29年４月告示）において「学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しな

がら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう」

キャリア教育の充実を図ることが示された。本県においては、全ての特別支援学校でキャリア教育全体

計画が作成され、活用についての研究が進められてきた。『第２期群馬県特別支援教育推進計画』にお

いては、全ての子供が自立・社会参加するために、引き続き一人一人の卒業後のニーズに合ったキャリ

ア教育を実践し、卒業後も学び成長し続けられるよう研究を推進する必要性が唱えられている。一方で

キャリア教育の課題として『特別支援学校学習指導要領解説総則編』（平成30年１月）において「指導

場面が曖昧」であることや「狭義の意味での進路指導と混同」され「体系的に行われてこなかった」こ

とが示された。このような課題を解決し、キャリア教育の充実を図るために、日々の授業の中にキャリ

ア教育の視点を取り入れていくことが有効であると考えた。生活単元学習にキャリア教育の視点を取り

入れることで、実態に応じた学習設定や育てたい力の設定が難しいという生活単元学習の課題が解決さ

れると共に、指導場面が曖昧になりやすく、体系的に指導されていないというキャリア教育の課題解決

につながり、より効果的に学習を行うことができると考えた。 

さらに本研究では、特別支援学校中学部の生活単元学習の授業づくりにおいて、生徒の特性やよさを

可視化して自立に関わる実態を明らかにすることを目指す積み上げシートと、授業の中にキャリアポイ

ント（キャリア教育の視点で特に重視したい活動）を定め、自立に向けて育てたい力と支援を設定して

単元のねらいの達成を目指す共有シートを活用してキャリア教育の視点を取り入れることを提案し、生

徒が生活単元学習のねらいを達成し、自立につながる力を身に付けることを目指したいと考え、本研究

主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

生活単元学習の授業づくりにキャリア教育の視点を取り入れ、生徒の特性やよさを可視化して自立に

関わる実態を明らかにし、キャリアポイントを定め、自立に向けて育てたい力と支援を設定して指導を

行うことで、生徒が生活単元学習のねらいを達成し、自立につながる力を身に付けられることを明らか

にする。 

 

Ⅲ 研究仮説（見通し） 

 

１ 教師が、キャリア教育の視点で自立に関わる実態を明らかにする。 

 積み上げシートを活用し、生活単元学習の学習成果の蓄積から、生徒の特性やよさ、発達の方向性



 

 

等自立に関わる実態を明らかにすることができる。 

２ 単元構想において、生徒が自分で考えたり、選択したりする活動を設定する。 

共有シートを活用して、学習集団全体に対して生徒が自己決定する機会をつくり、主体的な活動を

促すことができる。 

３ 一単位時間の授業構想においてキャリアポイント（キャリア教育の視点で特に重視したい活動）

を定める。 

 明らかにした実態を基に教師が生徒一人一人のキャリアポイントを定めることで、授業のねらいを

明確にできる。 

４ キャリアポイントにおいて、育てたい力と支援を設定して指導者間で共有する。 

  教師が、一人一人の自立に向けて育てたい力と支援を共有して生徒と関わることで、生徒の自立に

つながる力を育てることができる。 

 ５ 次の学習につなげる。 

  単元終了後に、教師が各時間のキャリアポイントを中心に生徒の活動を振り返り、積み上げシート

を活用して学習成果を基礎的・汎用的能力に沿って積み上げることで、次の学習に向けて一人一人の

実態をより明らかにし、生徒が自立につながる力を身に付けることができる授業づくりを深めていけ

る。 

 

Ⅳ 研究の内容 

  

１ 文言の定義 

(1) キャリア教育の視点を取り入れた生活単元学習の授業とは 

生活単元学習において、教師が一人一人の生徒の自立に関わる実態を明らかにし、自立に向けて

育てたい力と支援を設定することで、生徒が自分で考えたり選択したりしながら主体的に活動し自

立につながる力を身に付けることができる授業と考える。本研究では、キャリア教育の視点を、キ

ャリアポイントを定めることで取り入れ、教師が一単位時間の授業のねらいを明確にして育てたい

力と支援を設定して生徒と関わることで、単元のねらいを達成し、自立に関わる力を身に付けるこ

とを目指す。キャリアポイントを定める手立てとして、積み上げシートと共有シートを作成し、実

態把握と授業づくりで活用する。 

(2) キャリアポイントとは 

生活単元学習に、キャリア教育の視点を取り入れるために本研究で考えたものであり、キャリア

教育の視点で特に重視したい活動とする。教師が、一単位時間に一人一つずつ、キャリアポイント

（キャリア教育の視点で特に重視したい活動）を定めることで、授業のねらいを明確にし、キャリ

アポイントにおいて育てたい力と支援を設定して生徒と関わることで、生徒が自分の特性やよさを

発揮する場面をつくる。毎時間キャリアポイントを定めた授業づくりを行うことで、生徒が単元の

ねらいを達成し、自立につながる力を身に付けることができると考える。 

(3) 「積み上げシート」と「共有シート」とは 

キャリアポイントを定める手立てとするシートである。 

積み上げシートは、生活単元学習での一人一人の学習成果をキャリア教育の視点を取り入れて整

理し、積み上げることで、特性やよさを可視化して自立に関わる実態を明らかにすることを目指す

シートである。 

共有シートは、積み上げシートで明らかにした一人一人の実態を基に、授業の中にキャリアポイ

ントを定め、自立に向けて育てたい力と支援を設定して、単元のねらいの達成を目指すシートであ

る。単元構想において、生徒が自分で考えたり選択したりする活動を設定して生徒が自己決定する

機会をつくり、一単位時間の授業構想において、キャリアポイントを定め、自立に向けて育てたい

力と支援を設定して生徒が自分の特性やよさを発揮しながら活動する場面をつくる。 

二つのシートを活用することで、生徒が必要な支援を受けて主体的に活動し、単元のねらいを達



 

 

成して自立につながる力を身に付けることができる授業を目指す。 

(4) 育てたい力と発達の方向性とは 

育てたい力とは、本研究においてキャリア教育で用いられている基礎的・汎用的能力を基に、授

業に表れる力として整理した７つの力（伝えようとする力、関わろうとする力、好きなこと・得意

なことを生かそうとする力、苦手なことに対処しようとする力、計画・立案・実行しようとする力

情報を収集・活用しようとする力、学ぶことの意義や役割を理解する力）である。 

発達の方向性とは、本研究において「発達障害・ 

知的障害のある児童生徒の自己理解の支援の段階 

（小島道生）」を基に定めた５つの発達の方向性 

（①教師の支援を受けて、②自分から進んで、③ 

役割を意識して、④他者を意識して、⑤将来を意 

識して）である（図１）。①から②と進み、③以 

降は順番ではなく発達の方向性が変わると考える。 

  育てたい力と発達の方向性を組み合わせて考え 

ることで、実態把握においては、生徒の発揮した力を整理して実態を明らかにし、授業づくりにお 

いては、より生徒の実態に応じたねらいや支援の設定につなげることを目指す。図２は、育てたい

力と発達の方向性の組み合わせを設定する際に、参考となるように組み合わせごとの目指す姿を整

理したものである。『キャリアプランニング・マトリックス（試案）及び観点解説 (2010) 国立

特別支援教育総合研究所』『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』を参考に整理した。例え

ば授業づくりにおいて、教師の支援を受けて伝えようとする力（Ａ１）を育てたいと考える場合は

双方向のコミュニケーションの成立を目指す、ことが目指す姿となる。育てたい力と発達の方向性

を組み合わせて考えることで、実態差のある生徒に対応することができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 育てたい力と発達の方向性の組み合わせごとの目指す姿 

図１ ５つの発達の方向性 
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２ 手立ての説明 

積み上げシートと共有シートを活用した、キャリアポイントを定める生活単元学習の授業づくり

の手順は表１のとおりである。 

     表１ 積み上げシートと共有シートを活用して、キャリアポイントを定める授業づくりの手順 

実態把握（個別の指導計画と併せて） 

・生活課題や興味・関心、各教科

等の実態を把握する 

積み上げシート  

    ・キャリア教育の視点で自立に関わる実態を明らかに 

する 

単元構想（個別の指導計画、年間指導計画 

と併せて） 

   ・単元目標、活動を設定する 

共有シート    

    ・自分で考えたり選択したりする活動を設定する 

授業構想（個別の指導計画と併せて） 

・実態を基に、個別の目標や支援 

を設定する 

・キャリアポイントを定める 

     ・育てたい力と支援を設定して共有する 

授業 

・主体的な活動を促し、ねらいを

達成できるように支援する 

・自立につながる力を育てる支援をする 

・活動の中で見られたよい姿を称賛する    

振り返り（個別の指導計画と併せて） 

   ・次の学習につなげる 

・次の学習につなげる 

・学習成果を基礎的・汎用的能力に沿って積み上げる 

積み上げシート 

(1) 手立て①「積み上げシート」 

積み上げシートは、生活単元学習での学習成果を基礎的・汎用的能力を基にした７つの育てたい

力と５つの発達の方向性を組み合わせて積み上げ、一人一人の自立に関わる実態を明らかにするこ

とを目指すシートである。実態把握と次の学習につなげる際に個別の指導計画と併せて活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態把握においては、積み上げシートを活用して、生徒が既 

習の生活単元学習の中でどのような力を、どのように発揮した 

のかを分析することで、生徒の特性やよさ、発達の方向性等自 

立に関わる力を把握する。図３の生徒の場合は、自分から進ん 

で好きなこと・得意なことを生かしたり、学ぶことの意義や役 

割を理解したりして活動できたことや集団に向けて発信できた 

ことを把握できる。発達の方向性の積み上げ（図４）から、色 

々な活動で、自分から進んで考えたり選択したりしていたこと 

や役割への意識が芽生え始めていることを大まかに把握できる。 

明らかにした実態を、次の学習に役立てることで、実態に応じ 

図４ 発達の方向性の積み上げ 

 

図３ 一学期の学習成果を記入した積み上げシート例と入力画面に示したメモの一部 



 

 

た単元設定やねらい、支援の設定につなげることを目指す。 

単元を振り返り、次の学習に 

つなげる際は、各単位時間のキャ 

リアポイントを中心に振り返り、 

単元の学習で発揮した力の一番 

  下の空欄に、発達の方向性と単 

元名、単元での学習成果とよい 

姿を記入する。発達の方向性に 

沿って、生徒の変容を見取れる 

ようにするために、教師が行っ 

た支援や生徒が果たした役割、 

具体的な活動が分かるように記 

す（図５）。 

(2) 手立て②「共有シート」 

共有シートは、一人一人の実態を基に、キャリアポイントを定め、育てたい力と支援を設定して

指導者間で共有するシートである。単元構想と授業構想・授業、振り返りで、個別の指導計画や年

間指導計画と併せて活用する。 

単元構想においては、積み上げシートと個別の指導計画とを併せて把握した実態を基に、単元目

標や主な活動等を設定する。その中で、生徒が自分で考えたり、選択したりする活動を設定し、自

己決定する機会をつくり、主体的な活動を促せるようにする（図６－①）。 

一単位時間の授業構想においては、実態を基にキャリアポイントを定め、授業のねらいを明確に

する（図６－②）。定めたキャリアポイントにおいて、育てたい力と発達の方向性を決め、その組

み合わせをシートに入力することで（図６－③）、目指す方向性と支援が自動で表示され（図６－

④）、それらを参考に実態に応じた支援を設定し、指導者間で共有して生徒と関わることで、生徒

が自分の特性やよさを発揮する場面をつくり、生活単元学習のねらいを達成して自立につながる力

を身に付けられるようにする。 

単元の振り返りにおいては、各単位時間のキャリアポイントを中心に振り返り、単元での学習成

果とよい姿を積み上げシートに記入し、次の学習につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 積み上げシートを活用して次の学習につなげる記入例 

図６ 授業実践において作成された共有シート 

 

 

③キャリアポイントにおいて、育てたい力と発達の方向性の組み

合わせを、入力画面に示される図（前ページ図２）から選択す

る。組み合わせを選択したセルの左上の記号を入力する。 

④育てたい力と目指す方

向性、支援の一例が自

動で表示される。 

②キャリアポイン

トを定め、授業

のねらいを明確

にする。 

①自分で考えたり、

選択したりする 

活動を取り入れ、

主体的な活動を 

促す。 

 



 

 

  共有シートの作成時間を短縮し、一人一人の実態に応じた支援を設定する手掛かりにできるよう、

育てたい力と発達の方向性の組み合わせを３ページ図２から選び、選んだセルの左上の記号を入力す

ると、育てたい力と目指す方向性、支援の一例が自動で表示されるようにした。  

    

２ 研究構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究の計画と方法 

  

１ 授業実践の概要  

  協力校において、授業実践に関わる教師に、積み上げシートを活用して、生徒の生活単元学習の学

習成果を積み上げることと、共有シートを活用して、積み上げシートで明らかにした実態を基に授業

づくりを行うことを依頼した。実践Ａにおいては、積み上げシートと共有シートを活用した授業づく

りを行いながら、授業実践に関わる教師から二つのシートの有効性と課題を聞き取り、改良につなげ

た。実践Ｂ、Ｃにおいては、改良したシートを活用した授業づくりを依頼し、生徒が主体的に活動し

て生活単元学習のねらいを達成し、自立につながる力を身に付けることができたか検証した。 

(1)  生活単元学習の授業づくりについてのアンケート 

 

日時 対象 方法 

７月14日（水）

  ～ 

７月20日（火） 

研究協力校中学部教師13名 ・生活単元学習の授業の現状と教師の意識

を調査するアンケートを実施し、生活単

元学習における課題を見付ける 



 

 

(2) 授業実践 

対象 実践Ａ  研究協力校 中学部３年 11名 

単元名   「かっこいい３年生を意識してクラスで活動しよう」～修学旅行に向けて～ 

評価規準 修学旅行に向けて、自分の役割を理解して行動しようとすることができる 

実践日時 令和３年９月16日、24日、10月１日 

内容 ・積み上げシートを活用し、一学期の生活単元学習の学習成果を積み上げる 

・共有シートを活用して、自分で考えたり選択したりする活動の設定を行う 

 

対象 実践Ｂ 研究協力校 中学部２年 ４名 

単元名 「手洗い博士になろう」～自分で作った石けんできれいに手を洗おう～ 

評価規準 手洗いの大切さを理解し、学習したことを伝えようとすることができる 

実践日時 令和３年10月19日、20日、11月５日、10日 

内容 ・積み上げシートを活用し、一学期の生活単元学習の学習成果を積み上げる 

・改良した共有シートを活用して、自分で考えたり選択したりする活動の設定

とキャリアポイントの設定を行う 

・育てたい力と発達の方向性の組み合わせに応じて、目指す方向性と支援を例

 示する 

・積み上げシートと共有シートを活用した授業で、自立につながる力を育む 

 

対象 実践Ｃ 研究協力校 中学部３年 11名 

単元名 「○○ショップの店員になり、製品の販売をしよう」 

評価規準 店員としてのよい姿を考え、自分の役割を果たそうとすることができる 

実践日時 令和３年11月８日、12日、26日 

内容 ・改良した共有シートを活用して、自分で考えたり選択したりする活動の設定

とキャリアポイントの設定を行う 

・育てたい力と発達の方向性の組み合わせに応じて、目指す方向性と支援を例

示する 

・積み上げシートと共有シートを活用した授業で、自立につながる力を育む 

(3) 授業実践後の聞き取り 

 

２ 検証計画 

検証項目  検証の方法 検証の観点 

積み上げシート

を活用した授業

づくりの有効性

と課題 

・教師がシートを活用して授業

づくりをする様子を観察し、

改善点を聞き取る 

・自立に関わる実態を明らかにできたか 

・指導者間で一人一人の生徒の実態や必要な

支援を共有できる話合いが行われたか 

共有シートを活

用した授業づく

りの有効性と課

題 

・教師がシートを活用して授業

づくりをする様子を観察し、

改善点を聞き取る 

・自分で考えたり選択したりする活動の設定

をすることと、キャリアポイントを定め、

育てたい力と支援を設定することで生徒が

必要な支援を受けて、主体的に活動するこ

とにつながったか 

 

日時 対象 方法 

実践終了後 授業実践を行った教師 ・積み上げシートと共有シートの有効性と課

題を聞き取り、シートを改良する 



 

 

３ 実践 

(1) 生活単元学習の授業づくりについてのアンケート 

協力校中学部教師13名に、生活単元学習の授業の現状と教師の意識を調査するアンケートを実施

した。アンケートの結果から、以下のような生活単元学習の課題が挙げられ、課題を解決するため

に、一人一人の実態をより明らかにすることを目指す積み上げシートと、実態を基に授業につなげ

る共有シートの作成を行った。 

(2) 授業実践 

① 実践Ａの実践と考察 

   協力校での授業実践に関わる教師に、積み上げシートと共有シートを活用した授業づくりを依頼

し、シートの有効性と課題を検証した。 

ア 積み上げシートの活用 

担任、副担任を中心に、積み上げシートを活用して、生徒の生活単元学習での学習成果を、育て

たい力と発達の方向性を組み合わせた項目に沿って整理し、積み上げることを依頼した。その中で

協力校の教師の感想を基に、シートの有効性と課題について以下の点が挙げられた。 

  有効性 

・７つの育てたい力が示されることで、今 

まであまり意識していなかった力を意識 

できた。 

・育てたい力で整理することで、同じ活動 

でも、生徒によって異なる力を発揮して 

いたことに気付いた。「学級目標を決め 

よう」の単元でシールアートの活動をし 

たが、生徒Ａ、Ｃは主に好きなこと・得 

意なことを生かそうとする力を発揮し、 

生徒Ｂは、主に伝えようとする力を発揮 

したと整理できた（図７）。 

  ・生徒Ｂが、同じ発達の方向性で力を発揮 

していることに気付けた。生徒の発達段 

階の大まかな傾向を把握できた。生徒Ａ 

は、教師の支援を受けて活動することが 

多いが、好きなこと・得意なことを生か 

した活動では、自分から進んで取り組め 

た。生徒Ｂは、色々な活動で自分から進 

んで考えたり選択したりすることを積み 

重ねていた。生徒Ｃは、自分から進んで 

集団に働き掛け、集団の中でリーダーの 

役割を意識した姿がみられた（図７）。 

生活単元学習の課題 課題を解決するために 

・授業の中で、前単元の学習を生かしきれていない 

・生徒一人一人の実態差への対応が難しい 

・個々の実態に応じた学習設定が難しい 

・授業の中で生徒が活動を選択する機会をつくりたい 

・目的や目標、育てたい力の設定が難しい 

・様々な活動を取り入れることができる反面、付けさせ

たい力がぶれてしまうことがある 

⇒一人一人の学習成果を積み上げて実態

を把握する 

⇒実態を生かして学習を組み立て、活動

を設定する 

⇒自立を目指すキャリア教育の視点を取

り入れ、基礎的・汎用的能力を基に育

てたい力を設定する 

図７ 生徒Ａ、Ｂ、Ｃの積み上げシートより抜粋 

生徒Ｂの積み上げシートより抜粋 

生徒Ｃの積み上げシートより抜粋 

生徒Ａの積み上げシートより抜粋 



 

 

  ・積み上げシートに整理する過程で、生徒が発揮した力や有効な支援を指導者間で共有できた。 

  課題 

  ・整理する際に、どの力に当てはまるのか迷うことがあった。          

 ・同じ発達の方向性が続いたときに、生徒の成長や変容が見取れるように記述できるとよい。  

  イ 共有シートの活用            

 積み上げシートと個別の指導計画を基に、共有シートを活用して、自分で考えたり選択したりす

る活動の設定をした単元構想を行い、個々の単元目標や支援の設定をすることを依頼した。 

有効性 

・生徒が自分で考えたり、選択したりするためにどのような支援が必要かをよく考えた（表２）。 

・育てたい力と発達の方向性を考えることで、支援を設定する参考となった。また、授業のねらい

を達成できるように写真カードを準備するなど支援の方法をよく考えることにつながった。 

表２ 実践Ａで行われた自分で考えたり選択したりする活動における教師の支援と生徒の様子 

課題 

  ・単元構想の段階では、生徒の役割が決まっていないため具体的な目標や支援の設定が難しい。 

  ・作成に時間がかかった。 

ウ 考察 

積み上げシートを活用することで、生徒の学習成果を蓄積し、「～の活動では、自分から進んで

活動できた」という特性やよさ、「色々な活動で自分から進んで考えたり選択したりすることを積

み重ねていた」「自分から進んで集団に働き掛け、集団の中でリーダーの役割を意識して活動する

姿が見られた」など生徒の大まかな傾向を把握できた。また「作成に時間がかかった」との課題か

ら育てたい力と発達の方向性の組み合わせごとの目指す姿を提示し、当てはめる力で迷ったときに

参考にできるように改良した。さらに、同じ発達の方向性が続く中での変容を見取るために、教師

 自分で考えたり選

択したりする活動 

授業の中で行われた教師の支援 生徒の様子 

（  生徒の主体的な活動） 

第１時 自分の役割を選択

する。 

・リーダー 

・地図係 

・時間係 

・写真係 

・役割の理解を促すために、役割を

果たしている動画と役割を果たし

ていない動画の提示、使用する道

具の提示で支援 

・自分の希望する役割を伝えるため

に、イラストと写真の提示で支援 

・動画を見て、役割において

よい行動とよくない行動に

気付き、発言できた。 

・発語のない生徒が、役割の

イラストを何度も指差すこ

とで自分の希望を伝えた。 

第２時 自分の役割を確認

し、実行する。 

・役割の理解を深めるために、役割

ごとにイラストや使用する道具を

用いて仕事内容を確認する支援 

・実態に応じた役割を設定する支援 

（例）地図係の実態に応じた役割の設定 

生徒Ｅ 校舎内地図で行き先を確認 

 

 

生徒Ｉ ２枚の写真から行き先を選択 

 

 

・具体的に何をするか、どの

ように道具を使うかを理解

できた。 

・自分で役割を果たせること

が分かり「やってみよう」

という意欲につながった。 

 生徒Ｅ・・「今ここにいて

目的地はここだから、右に

行けばいいね」 

 生徒Ｉ・・２枚の写真から

指差しで目的地を選ぶこと

で行き先を決めて伝えた。 

第３時 前時の活動を振り

返り、目標を考え

実行する。 

・役割ごとに、前時でよくできたこ

とを確認して称賛する支援 

・褒められることで目標の達

成に気付き自信をもてた。 



 

 

の支援や生徒が果たした役割、中心となる活動が個の活動か集団での活動か、などが分かるように

記すことが重要であると考えた。 

共有シートを活用して設定した、自分で考えたり選択したりする活動において、教師が実態に応

じた支援の工夫を行うことで、それぞれの生徒が自分の言葉で発言したり、自分のもつ力を生かし

て役割を果たしたりすることができた。授業の中で、生徒が主体的に活動しながら目標を達成する

ことを積み重ねていくことは、生徒の自信となり「やってみよう」という意欲につながると考えら

れる。指導者は、生徒が主体的に活動できるように支援を探ることで、一人一人の生徒を見つめ、

実態に応じた課題や支援の設定につなげることができると考えられる。また課題から、単元構想に

おいては自分で考えたり選択したりする活動などを単元全体で大まかに設定し、生徒の役割が具体

的になる授業構想において、ポイントを定めて育てたい力と支援を設定するように改良した。更に

作成時間を短縮できるよう記入する項目の精選を行い、一人一人の支援を設定する際の参考となる

ように、目指す姿と支援の一例が自動で表示されるように改良した。 

② 実践Ｂの実践と考察 

   協力校での授業実践に関わる教師に、積み上げシートの作成と、実践Ａを経て改良した共有シー

トを活用した授業づくりを依頼し、二つのシートの有効性と課題を検証した。 

ア 積み上げシートの活用 

担任、副担任を中心に、生徒の生活単元学習での学習成果を、単元ごとに育てたい力と発達の方

向性を組み合わせた項目に沿って整理し、積み上げることを依頼した。積み上げシートで把握した

生徒の実態を基に、単元構想に生かしたい実態を以下のように整理できた。 

イ 共有シートの活用 

実践Ａを経て改良した共有シートを活用して、単元構想において自分で考えたり選択したりする

活動の設定と、一単位時間の授業構想においてキャリアポイントを定め、育てたい力と支援の設定

を依頼した。実態を基に、手洗いの重要性を理解して実践するという課題達成に向けて石けんを作

る活動や手洗い博士になり手洗いの大切さを伝える役割を設定した（図８）。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

生徒 積み上げシートで把握した生徒の実態の大まかな傾向 単元構想に生かしたい実態 

Ｄ 教師の支援を受けて活動することを中心に、好きな絵

を描く活動では、自分から進んで活動できた。 

・生徒Ｄ、Ｇの好きな絵を描いたり

工作をしたりする活動を取り入れ

ることで主体的な活動を促す。 

・生徒Ｅが見通しをもてるように支

援を行い、主体的な活動を促す。 

・生徒Ｆのよさを生かせるよう、学

習したことを他者に伝える機会や

役割をもたせた活動を設定する。 

Ｅ 教師の支援を受けて活動することを中心に、見通しを

もつことで自分から進んで活動できた。 

Ｆ 自分から進んで伝えようとしたり関わろうとしたりす

る姿が見られた。役割を意識した行動が見られた。 

Ｇ 教師の支援を受けて活動することを中心に、好きな工

作の活動では、自分から進んで活動できた。 

図８ 「手洗い博士になろう」で作成された共有シート 



 

 

授業において、生徒Ｅ、Ｇのキャリアポ 

イントにおける姿は、表３のとおりであっ 

た。生徒Ｅは積み上げシートから、見通し 

をもつことで自分から進んで活動できたこ

とを把握し、石けんづくりの活動において 

「活動の流れが分かる」ことをキャリアポ

イントとして定めた。石けんを作るために

必要な情報を取り出す力を育てたいと考え

〇回振る、線まで水を入れるなどと具体的

な数を提示する支援を行ったことで、見通

しをもち自分から石けんを作ろうとする姿

が見られた。生徒Ｇは、好きなことや得意なこと（工作）を生かすことで自分から進んで活動でき

たことを把握し、「手元を見る」ことをキャリアポイントとして定め、好きな制作の活動である石

けんを作るという活動の中で手元を見る必要のある場面を取り入れた。手元を見ることができたと

きに称賛する支援を行ったことで、より手元に集中しようとする姿が見られた。 

ウ 考察 

 積み上げシートから生徒の実態の大まかな傾向や特性、よさを把握し、生徒の主体的な活動を引

き出す活動や取り入れたい課題を整理できた。把握した生徒の実態を単元構想に生かすことで、実

態に合った単元や授業設定につなげられた。 

 共有シートで設定したキャリアポイントにおける授業後の教師の評価では、単元を通して、ほと

んどのキャリアポイントにおいて80％以上達成できた、と評価された。授業の中でキャリアポイン

トを定め、育てたい力と支援の設定を行うことで80％以上の達成につながり、生活単元学習の単元

目標を達成し、自立につながる力を身に付けることができた。生徒一人のキャリアポイントにおい

て60％達成であったという評価が一度あったが、授業後の指導者からの聞き取りの中で、「こうい

う支援をしていれば、生徒の意欲を生かして、80％以上達成することができた」という指導者の支

援を見直す機会となっていた。共有シートを活用した授業づくりに関わった教師からは、「キャリ

アポイントを定めることで、生徒をより見つめ、生徒の実態と将来を考え、どう学ばせていくか、

という指導方法を考えるようになり、クラス全体の活動の設定や支援につながった」「シートを使

い始めたときは少し時間がかかったが、次第に手順が分かると、単元を見通してこの生徒は今こん

な力を引き出したいと考えられた」という意見が挙げられた。キャリアポイントを定めることで、

教師の授業のねらいが明確になり、生徒の実態に応じた支援で主体的な活動を引き出し、生活単元

学習のねらいを達成すると共に、生徒の自立につながる力を育てることができたと考えられる。 

③ 実践Ｃの実践と考察 

協力校で実践Ａを行った教師に、改良した共有シートを活用した生活単元学習の授業づくりを依

頼し、二つのシートの有効性と課題を検証した。 

ア 積み上げシートの活用 

 実践Ａで作成した積み上げシートを活用し、把握した生徒の実態を生かして、共有シートで単元

構想、授業構想をすることを依頼した。 

イ 共有シートの活用 

実践Ａを経て改良した共有シートを活用して、積み上げシートと個別の指導計画を基に自分で考

えたり選択したりする活動の設定をした単元構想を行い、キャリアポイントを定め、育てたい力と

支援を設定した授業構想をすることを依頼した。校内での作業製品販売会において、店員になり製

品の販売をするという課題達成に向けて、ふさわしい店員の姿を考え、仲間と役割分担をしながら

自分で目標を立てて練習する活動を設定し、次ページ図９のように共有シートが作成された。 

 

 

 キャリアポイントにおける生徒の姿 

Ｅ 教師が石けんづくりの手順を示す中で、〇回

振る、線まで水を入れるなど、具体的な数を

意識して数えたり、目印に着目したりして作

成する姿が見られた。 

Ｇ 漏斗を使って入れる、線まで入れるなど手元

を見る必要がある活動の中で、手元を見て制

作したことを教師が称賛することで、より手

元に集中しようとする姿が見られた。 

表３ キャリアポイントにおける生徒Ｅ、Ｇの姿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業において、生徒Ｈ、Ｊのキャリア 

ポイントにおける姿は、表４のとおりで 

あった。生徒Ｈは、積み上げシートから

教師の支援を受けて活動することが多い

が、好きなことを生かした活動で自分か

ら活動できたことを把握し、商品を袋に

入れて、隣の友達に渡すことをキャリア

ポイントとして定めた。教師の支援を受

けて、役割を理解する力を育てたいと考

え、教師が手本を示し、模倣できるよう

に支援を行うことで、次第に教師の支援

がなくても自分で商品を袋に入れることができた。生徒Ｊは積み上げシートから、自分から進んで

活動でき、役割への意識が芽生え始めていることを把握し、レジ係の活動において目標を決めて取

り組むことをキャリアポイントとして定めた。将来を意識して実行しようとする力を育てたいと考

え、仕事内容を示し確認する支援を行うことで自分で目標を決めて達成できるように取り組む姿が

見られた。 

ウ 考察 

 共有シートで設定したキャリアポイントにおける授業後の教師の評価は、全てのキャリアポイン

トにおいて80％以上達成できた、と評価された。このことから、授業の中でキャリアポイントを定

めて育てたい力と支援の設定を行うことで、80％以上の達成につながり、生活単元学習の単元目標

を達成し、自立につながる力を身に付けることができた。共有シートを活用した授業づくりに関わ

った教師からは、「キャリアポイントを定めることで、授業のポイントを絞ることができた」「生

徒の将来を考えて目標を設定し、指導が点から線になったと感じた」「手立てをより考えるように

なった」「指導者間で目指すゴールや方向性を確認できた」「指導者全員の意見を合わせた授業づ

くりができた」という意見が挙げられた。キャリアポイントを定めることで、教師の授業のねらい

が明確になり、実態に応じた支援を設定して生徒一人一人の自立に向けて線でつながる指導を積み

重ねていくことができたと考えられる。また、指導者間で生徒の育てたい力や支援を共有したり、

生徒の力を引き出す支援の工夫を結集したりすることで、より生徒が主体的に活動できる授業をつ

くることができたと考えられる。課題として、授業づくりに時間を要することが挙げられ、短時間

生徒 キャリアポイントにおける生徒の姿 

Ｈ 教師と一緒に、商品を袋に入れて友達に渡す

ことを繰り返すことで、自分の役割を理解し

次第に教師の支援がなくても、自分から商品

を袋に入れることができた。 

Ｊ 教師から提示されたレジ係の仕事内容の中か

ら「商品の数を間違えないようにする」とい

う目標を自分で決めて、商品を丁寧に確認し

ながら正確に計算することができた。 

図９ 「○○ショップの店員になり、製品の販売をしよう」で作成された共有シート 

表４ キャリアポイントにおける生徒Ｈ、Ｊの姿 



 

 

で行うやり方として、実態の似ている生徒ごとにキャリアポイントを定めて、育てたい力と支援を

設定するなど使い方を工夫することもできるのではないかという意見が挙げられた。シートの使い

方を工夫しながら、実態に応じた目標や支援の設定ができるように活用できるとよいと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

 １ 成果 

  〇 積み上げシートを活用して、生活単元学習の学習成果を整理することで、生徒の特性やよさ、

発達の方向性等、自立に関わる実態を明らかにできた。 

〇 積み上げシートで明らかになった実態を基に、共有シートを活用してキャリアポイントを定め

ることで、授業のねらいを明確にし、実態に応じて支援を設定できた。これにより、生徒が生活

単元学習のねらいを達成し、自立につながる力を身に付けることができた。 

〇 指導者間で、生徒のキャリアポイントとキャリアポイントに関わる育てたい力と支援を共有し

たり、生徒の力を引き出す支援の工夫を結集したりして授業づくりをすることができた。 

 

 ２ 課題 

  〇 各教科等の指導においても、積み上げシートで明らかにした実態を基に、キャリアポイントを

定め、単元のねらいの達成を目指す指導が有効か検討が必要である。 

〇 積み上げシートと共有シートを活用した授業づくりは、一定の時間を要する。使い方を工夫し

ながら、一人一人の実態に応じた授業づくりを検討していく必要がある。 

  〇 育てたい力と発達の方向性の組み合わせに応じて設定した、目指す姿と支援の例示について、

より分かりやすく、支援の設定の参考となるよう表現や内容の検討が必要である。 

 

Ⅶ 提言 

 〇 日々の授業の中にキャリア教育の視点を取り入れ、一人一人の自立に向けて育てたい力と支援を

設定して達成を目指す指導を積み重ねていくことで、生徒が主体的に活動し、自立につながる力

を身に付けることができると考える。 
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